
高松港周辺の魅力・満足度向上に係る観光振興事業仕様書 

 

１ 業務名 

  高松港周辺の魅力・満足度向上に係る観光振興事業 

 

２ 委託期間 

 契約締結の日から令和７年３月１０日まで 

 

３ 業務の目的 

  高松港周辺のウォーターフロント部分において、香川県内のものづくり企業と連携し、旅行者等が

集い楽しめる機能（案内所や地場産品等の展示・販売スペース、利用者がくつろげるスペースとしての

ベンチやギャラリーなど（以下「設備等」という。））を備えた魅力的な空間を創出するとともに、高松

港を含む瀬戸内海の価値や魅力、美しさをさらに高める取組みを実施することにより、高松港周辺の魅

力向上・にぎわい創出を図り、国内外からの観光誘客や周辺地域への周遊を促進することで、地域経済

の活性化に繋げることを目的とする。 

 

４ 業務の内容 

（１） 設備等の整備 

    高松港周辺のウォーターフロント部分において、香川県内のものづくり企業と連携して、設備等

を設計・制作、設置すること。 

 

  ＜設備等のデザイン・コンセプト＞ 

   ① 高松港全体を活かし、設置する設備等の配置やデザインの調和がとれたものとすること。ま 

た、瀬戸内国際芸術祭 2025 が開催されることから、瀬戸内国際芸術祭の開催方針に沿ったもの 

が望ましい。 

   ② 高松港における旅行者等が集い楽しめる機能などを備えた魅力的な空間創出とともに、高松 

港を含む瀬戸内海の価値や魅力、美しさをさらに高めることができる機能性とデザイン性を備 

えたものとすること。 

   ③ 設備等の設計・制作に当たっては、香川県内のものづくり企業と連携し、企業の有する知見や

特色を活かしたものとするとともに、設備等の制作に使用する特徴ある素材・技術等において

は、香川県内で生産・製造したものを使用等することが望ましい。 

   ④ 同時期に公募する「高松港周辺における観光客等の受入環境整備事業」と一体的に実施され

ることが望ましい。 

 

  ＜設備等が有する機能について＞ 

   ① 設備等（内部に設置する什器を含む。）については、案内所や地場産品等の展示・販売スペー

ス、利用者がくつろげるスペースとしてのベンチやギャラリーなどとしての機能を有した上で、

予算の範囲内で自由に企画し提案を行うこと。 



   ② 案内所については、同時に４つの窓口（４人）において来客対応できるようにすること。なお、

それに伴い案内所機能を有する設備等が複数になることは差し支えない。また、備品等を保管す

ることを想定し、施錠が可能とすること。 

   ③ 地場産品等の展示・販売スペースについては、商品在庫等を保管することを想定し、施錠が可

能とすること。 

④ 利用者のくつろげるスペースについては、ベンチやテーブル、ギャラリーなどを想定してい

る。 

   ⑤ ギャラリーについては、美術品等を収蔵するため、施錠が可能とすること。 

   ⑥ 設備等は、設置場所において必要に応じて配置場所の変更等が生じる可能性があることを考

慮し移動可能なものとすること。なお、ベンチ等は車輪等により人力でも近距離の運搬移動が可

能なものとすること。（高さは５ｍ未満とする。） 

   ⑦ 設備等を使用しないときは、倉庫等へ保管されることも想定し、容易に分解及び組立てが可

能な設計とすること。 

   ⑧ 全体の数量については、特に規定しないが、予算の範囲内で自由に企画し提案を行うこと。 

   ⑨ 単体の設備等において、複数の機能を有するものとしても差し支えない。 

 ⑩ 夏季及び冬季における使用を想定し、冷暖房器具を設置すること。 

   ⑪ 設備等（ベンチ等を除く）の内部の適切な場所に電源設備（コンセント）を設置すること。ま

た、夕方から夜間における利用も想定し、照明装置を設置すること。 

   ⑫ 設置場所が海沿いのため、頻繁に強い海風にさらされることに考慮し、強風等により設備等

が容易に移動することがないよう、固定機能を有すること。 

    

  ＜制作及び設置＞ 

   ① 設備等の材質（仕上・下地材料を含む。）は、屋外かつ海沿いでの設置に耐えうる安全性、耐

久性、及び耐候性等について十分に検討すること。また、設置場所が海沿いのため、頻繁に強い

海風にさらされることを考慮すること。 

   ② 設備等の設置（内部に設置する什器を含む。）に当たっては、安全性に十分考慮し、構造計算

等により、安易に倒壊又は損傷することのないような構造とすること。屋外での設置に係る経年

劣化への耐性について考慮すること。 

   ③ 設備等（内部に設置する什器を含む。）は１０年以上の長期使用を前提とした上で、部品の選

定・構造等に配慮し、十分な耐久性を有すること。なお、１０年以内に劣化等により交換の必要

性が生じる部品は、１０年以上経過しても修繕可能な部品等を使用する設計とすること。整備内

容によって消耗品が必要な場合は、汎用物品での補充が容易なものを採用するなど、保守管理に

おいて、できるだけ経費や労力がかからないよう配慮をすること。 

   ④ 設備等のメンテナンスについては、維持管理の容易なものとし、設置後１０年間の各年に要

する維持管理経費、定期点検及び修繕に係る費用、その計画について、企画提案書へ記載するこ

と。なお、メンテナンスのしやすさ、費用を軽減する提案であることが望ましい。 

   ⑤ 設備等の制作場所については、受託者が調整し、確保すること。 

⑥ 高松港利用者の動線を考慮し、設置する場所を提案すること。 



   ⑦ 設備等の設置は、令和７年３月１０日までに行うこと。 

   ⑧ 香川県による制作過程の取材（写真・動画撮影、インタビュー）、メディア等への公開に際し

て積極的に協力すること。    

 

５ 知的財産権について 

（１） 本業務で新たに生じた著作物の著作権については、別途合意する場合を除き、それをデザインし

た者（以下、「著作者」という）に属する。 

（２） 著作者は、その著作物が第三者の知的所有権その他の権利を侵害しないことを保証する。納入さ

れる成果物に第三者が権利を有する著作物（以下「既存著作物」という。）が含まれている場合は、

香川県が特に使用を指示した場合を除き、著作者の責任と負担において、当該既存著作物の使用許

諾契約に係る一切の手続きを行うこと。また、本業務に基づく作業及び成果物に関して、第三者と

の間に著作権に係る権利侵害の紛争等が生じた場合は、著作者は直ちにその旨を香川県に通知し、

著作者の責任と負担において一切を処理すること。 

（３） 香川県が、香川県や瀬戸内国際芸術祭（以下、「芸術祭」という）に関わる公式印刷物やホーム

ページ、広報目的のための広告物等に、写真やイメージ、映像、テキスト等（以下、「広報用素材」

という）を掲載する場合、香川県及び芸術祭実行委員会は著作者の許諾なしに無償で広報用素材を

使用することができる。 

（４） 前項に関わらず、香川県及び芸術祭実行委員会等が、グッズ等を販売する目的で広報用素材を使

用する場合は、事前に著作者の許諾をとる。また、県や芸術祭の広報を目的としない商業利用（企

業広告など）で広報用素材を使用する場合も同様に、事前に著作者の許諾を得なければならない。 

（５） 著作者が、本業務で新たに生じた著作物の写真やイメージ等を公の印刷物やホームページ等に

掲載する場合、キャプションを記載するものとする。 

（６） 前項の規定に関わらず、著作者が、香川県や芸術祭の広報を目的としない商業利用（企業広告な

ど）に広報用素材を使用する場合、また著作物に由来して収入がある場合は、香川県と別途協議を

行い、事前に香川県に承認を得なければならない。 

 

６ 費用の負担 

受託者は、次に掲げる費用を負担するものとする。 

（１） 香川県の施設及び第三者等に損害を与えた場合、復旧に要する費用及び補償 

（２） 官公署等に届出をする書類の作成及び届出等の手続に必要な費用 

 

７ その他留意事項 

（１） 業務の実施に当たっては、香川県と受託者で協議の上決定する。なお、本仕様書に明示されてい

ない事項又は業務上疑義が生じた場合は、両者協議により業務を進めるものとする。 

（２） 受託者は、建築基準法、消防法、港湾法、香川県港湾管理条例その他関係法令等に適合するよう

関係機関と協議しその指示に従うものとする。 

（３） 業務の遂行にあたり、発生した事故等については、受託者の責任において対処することとする。 

（４） 事故等により発生した損害については受託者が負担するものとする。ただし、その損害が香川県



の責めに帰する事由により発生したと認めた場合は、その損害は香川県が負担するものとし、その

額は両者協議により決定する。 

（５） 本業務を遂行する上で知り得た情報・秘密については、香川県の承諾を得ることなく第三者に漏

らしたり、本業務以外の目的に使用してはならない。なお、委託期間が終了し、または委託契約が

解除された後においても同様とする。 

（６） 瀬戸内国際芸術祭が 2025 年に開催されることから、業務の実施に当たっては、瀬戸内国際芸術祭

実行委員会と十分な協議及び調整を行うこと。 

（７） 設備等の設置に当たり必要な官公庁への届出等については、香川県において行うが、受託者にお

いて、届出資料の作成を行うこと。 

（８） 設備等の設置に当たっては、港湾施設へ変更を加えないこと。 

（９） 受託者が行う業務については、一括して第三者に委託し、又は請け負わせることができない。 

ただし、業務を効果的に行う上で必要と思われる業務については、香川県と協議の上、その一部を

委託することができる。 

 

８ 成果品等 

  本業務の取組・実績等を記載した実績報告書をとりまとめ、業務完了後、遅滞なく香川県へ提出する 

こと。 

本業務実績報告書 ２部 

本業務実績報告書及び本業務で作成した資料の電子データ  

ただし、香川県の事務作業に必要な書類については、香川県からの指示の都度提出すること。 

 


